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は
じ
め
に

１　

日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備
を
観
察
す
る
イ
ギ
リ
ス

　
（
１
）﹁
国
家
総
動
員
﹂
の
萌
芽

　
（
２
）
資
源
局
設
置
へ
の
関
心

　
（
３
）
総
動
員
演
習
へ
の
注
目

　
（
４
）﹁
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ｄ
﹂
を
め
ぐ
っ
て

　
（
５
）
軍
産
協
力
の
可
能
性

　
（
６
）
イ
ギ
リ
ス
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
日
本
分
析

　
（
７
）
日
本
は
長
期
戦
を
戦
え
る
か

２　

イ
ギ
リ
ス
が
見
た
世
界
の
産
業
動
員
準
備

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

国
家
総
動
員
は
、
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
の
軍
国
主
義
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
総
力
戦
体
制
を
特
徴
づ
け
る
装
置
と
し
て
、
古
く
か
ら
日
本
近

代
史
の
み
な
ら
ず
、
行
政
学
、
経
済
学
、
社
会
学
、
文
学
等
の
様
々
な
分
野
の
研
究
者
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
戦
争
に
勝
つ
た
め
に
国
家
が

国
内
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
効
率
的
に
統
制
し
動
員
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
理
念
と
し
て
の
自
由
主
義
は
否
定
さ
れ
、
行
政
の
肥
大

と
共
に
議
会
の
権
能
は
矮
小
化
さ
れ
、
軍
や
官
僚
が
権
力
を
握
る
も
の
と
一
様
に
理
解
さ
れ
た
。
国
民
を
無
謀
な
戦
争
に
誘
っ
た
国
家
総
動

員
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
戦
後
日
本
で
批
判
的
に
語
ら
れ
て
き
た
の
も
無
理
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
家
総
動
員
は
何
も
戦
前
日
本
の
お
家
芸
で
は
な
か
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
の

参
戦
諸
国
か
ら
国
家
総
動
員
を
学
び
、
大
戦
後
か
ら
そ
の
準
備
を
始
め
た
。
例
え
ば
、
日
本
の
政
党
が
早
く
か
ら
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
自
由

主
義
・
議
会
主
義
の
国
イ
ギ
リ
ス
で
す
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
際
し
て
志
願
制
か
ら
徴
兵
制
に
切
り
替
え
、
多
く
の
若
者
が
戦
地
へ
向
か

い
、
経
済
、
産
業
、
労
働
は
戦
争
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
他
国
と
の
比
較
の
視
点
を
欠
い
た
ま
ま
、
総
動

員
準
備
は
一
国
史
の
中
で
当
然
の
如
く
軍
国
主
義
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
と
結
び
付
け
ら
れ
、
自
国
史
批
判
の
格
好
の
道
具
と
さ
れ
て
き
た
と

い
え
よ
う
。

　

す
で
に
筆
者
は
、
第
一
次
大
戦
で
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
は
ず
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
陸
軍
の
中
で
、
次
の
総
力
戦
に
備
え

て
産
業
動
員
準
備
の
必
要
を
唱
え
る
声
が
大
戦
後
か
ら
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
を
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た）

1
（

。
そ
こ
で
筆
者
が
強
調
し
た
よ

う
に
、
日
本
の
総
動
員
体
制
の
形
成
に
関
す
る
研
究
は
、
一
国
史
の
限
定
的
な
視
角
か
ら
脱
却
し
、
世
界
史
の
中
で
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

引
き
続
き
本
稿
で
は
同
様
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
イ
ギ
リ
ス
が
第
一
次
大
戦
後
の
日
本
の
国
家
総
動
員
準
備
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
が
戦
争
を
仕
掛
け
る
目
的
で
総
動
員
を
準
備
し
て
い
る
と
は
、
少
な
く
と
も
日
中
戦
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発
ま
で
は
み
な
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
世
界
的
な
潮
流
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
こ
と
、
む
し
ろ
自
国
の
総
動
員
準
備
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
政
府
に
説
得
を
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、
日
本
の
準
備
状
況
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
（T

he N
ational A

rchives; T
N

A

）
所
蔵
の
陸
軍
省
文
書
（W

ar O
ffice P

apers

）
や
、
帝
国
防
衛

委
員
会
（C

om
m

ittee of Im
perial D

efence; C
ID

）
内
の
主
要
兵
站
将
校
委
員
会
（P

rincipal Supply O
fficers C

om
m

ittee; 

Ｐ
Ｓ

Ｏ
Ｃ
、
一
九
二
七
年
に
商
務
省
に
移
管
）
文
書
を
主
に
用
い
て
分
析
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
使
用
し
た
﹁
国
家
総
動
員
﹂
な
る
用
語
は
、
日
本
陸
軍
の
軍
人
が
第
一
次
大
戦
中
に
参
戦
各
国
の
シ
ス
テ
ム
を
総
称

し
て
創
り
出
し
た
造
語
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
第
一
次
大
戦
以
降
も
﹁
米
国
国
家
総
動
員
﹂﹁
英
国
国
家
総
動
員
﹂
の
よ
う
に
、
当
時
か
ら

各
国
に
対
し
て
﹁
国
家
総
動
員
﹂
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
き
た）

2
（

。
し
か
し
こ
れ
ま
で
誰
も
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
第
一
次
大

戦
後
か
ら
日
本
の
国
家
総
動
員
準
備
機
関
（
資
源
局
）
が
進
め
て
き
た
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備
の
中
身
は
、
ほ
ぼ
﹁
産
業
動
員
﹂
を
指
し
て

い
た
。
少
な
く
と
も
本
稿
が
示
す
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
準
備
﹂
を
﹁
産
業
動
員
準
備
﹂
と
理
解
し
て
国
際
比
較
の

中
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
他
方
で
、ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
普
及
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
用
語
﹁
総
力
戦
﹂（D

er Totale K
rieg; Total W

ar

）
も
、

本
稿
で
用
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
公
文
書
に
お
い
て
は
一
切
使
用
さ
れ
て
い
な
い）

3
（

。
当
然
、﹁
総
力
戦
体
制
﹂に
相
当
す
る
言
葉
も
見
当
た
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
で
当
然
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
、﹁
国
家
総
動
員
﹂、﹁
総
力
戦
﹂、﹁
総
力
戦
体
制
﹂
な
ど
の
用
語
は
、
国
際
比
較
を

妨
げ
、
と
も
す
れ
ば
海
外
で
誤
解
を
招
く
恐
れ
す
ら
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
用
語
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
、
イ
ギ
リ

ス
の
公
文
書
を
引
用
す
る
際
は
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
に
対
し
て
も
そ
の
ま
ま
﹁
産
業
動
員
﹂
の
方
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て

お
く
。
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１　

日
本
の
「
国
家
総
動
員
」
準
備
を
観
察
す
る
イ
ギ
リ
ス

（
１
）　
「
国
家
総
動
員
」
の
萌
芽

　

イ
ギ
リ
ス
駐
日
武
官
が
初
め
て
陸
軍
省
に
日
本
の
国
家
総
動
員
に
関
す
る
状
況
を
報
告
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
一
九
一
八
年
七

月
で
あ
る）

4
（

。
こ
の
報
告
電
報
は
、
同
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
軍
需
工
業
動
員
法
の
翻
訳
が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
電
報
の
中
で
以
下
の
よ
う

な
補
足
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
内
正
毅
首
相
は
同
法
の
説
明
に
際
し
、
最
終
的
な
勝
利
の
た
め
に
全
国
民
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
で
証
明
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
必
要
と
な
る
の
は
、
軍
需
工

業
動
員
法
の
下
で
国
家
の
製
造
能
力
の
調
査
と
そ
れ
に
必
要
な
部
局
の
創
設
で
あ
る
と
い
う
。
今
ま
で
は
軍
需
品
生
産
で
民
間
工
場
は
ほ
と

ん
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
民
間
工
場
に
は
劣
悪
な
技
量
し
か
期
待
で
き
な
い
と
、

軍
当
局
者
か
ら
忌
避
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
大
戦
は
彼
ら
の
考
え
を
一
変
さ
せ
、
軍
需
工
業
動
員
法
の
発
布
に
至
っ
た
の
だ
と
駐
日
武
官

は
報
告
し
た
。

　

他
方
で
、
駐
日
商
務
参
事
官
も
同
時
期
に
本
国
へ
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
報
告
を
送
っ
て
い
る
。
軍
需
工
業
動
員
法
に
よ
っ
て
日
本
政

府
は
合
法
的
に
産
業
統
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
行
わ
な
い
。
日
本
政
府
当
局
者
に
よ
れ
ば
、
軍
需
工
業
動
員
法
が
通
過
し
て
も
、
製

造
業
者
に
対
し
て
自
国
の
利
益
を
後
回
し
に
し
て
で
も
国
の
軍
需
品
を
製
造
さ
せ
る
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
駐
日
商
務
参
事
官
は
、
こ
の
発
言
が
日
本
当
局
の
産
業
動
員
に
関
し
て
と
っ
て
い
る
態
度
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
判
断
し
た）

5
（

。

す
な
わ
ち
、
総
動
員
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
実
際
に
は
実
行
で
き
る
社
会
的
状
況
が
日
本
に
整
っ
て
い
な
い
と
政
府
は
発
動
を
消
極
的

に
考
え
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
二
〇
年
二
月
に
は
、
軍
需
調
査
令
が
裁
可
（
一
九
年
一
二
月
）
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、﹁
従
来
は
軍
需
品
を
民
間
製
造
さ
せ
る
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こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
﹂
日
本
政
府
が
、
戦
時
に
お
い
て
主
要
国
内
産
業
の
国
家
統
制
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
国
防
の
準

備
的
措
置
と
し
て
国
内
産
業
の
現
況
調
査
を
平
時
に
行
お
う
と
し
て
い
る
と
、
駐
日
武
官
が
本
国
に
報
告
し
て
い
る）

6
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
総
動
員
準
備
に
む
け
た
日
本
の
組
織
作
り
は
、
原
敬
内
閣
の
下
で
統
計
局
と
軍
需
局
を
統
合
し
て
設
置
さ
れ
た
国
勢
院

が
二
二
年
一
〇
月
に
廃
止
、
軍
需
評
議
会
が
同
年
一
一
月
に
廃
止
さ
れ
た
結
果
、
一
度
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
二
五
年
二
月
の
本
国
宛

駐
日
武
官
電
報
で
は
再
び
先
の
商
務
参
事
官
の
意
見
が
引
用
さ
れ
、
具
体
的
な
形
で
産
業
動
員
を
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム
は
日
本
に
存
在
し
な

い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
他
方
で
、
陸
軍
省
が
関
東
大
震
災
で
と
っ
た
処
置
と
同
様
、
有
事
の
際
（
対
列
強
戦
争
）
に
備
え
て
、
仮
兵
舎
、

薬
品
、
食
糧
な
ど
の
品
目
を
備
蓄
・
徴
発
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
駐
日
武
官
は
﹁
英
国
内
務
省
が
国
家
緊
急
時

の
為
に
準
備
し
て
い
る
よ
う
な
徹
底
的
な
プ
ラ
ン
は
日
本
に
は
な
い
﹂
と
結
論
付
け
た）

7
（

。

（
２
）　

資
源
局
設
置
へ
の
関
心

　

一
九
二
五
年
六
月
に
至
っ
て
も
、
日
本
の
産
業
動
員
準
備
は
政
治
関
係
や
商
務
関
係
の
急
電
を
要
す
る
ほ
ど
に
は
進
展
し
て
い
な
い
と
い

う
結
論
で
、
駐
日
武
官
や
商
務
参
事
官
の
意
見
は
一
致
し
て
い
た）

8
（

。
だ
が
同
時
に
駐
日
武
官
は
、
同
年
二
月
二
六
日
に
お
け
る
貴
族
院
で
の

宇
垣
一
成
陸
相
の
発
言
、
す
な
わ
ち
総
動
員
の
調
査
の
た
め
に
国
勢
院
の
よ
う
な
組
織
を
再
び
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
も
の
に
注

目
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
三
月
農
商
務
省
の
分
離
に
よ
り
成
立
し
た
商
工
省
が
軍
需
物
資
に
関
す
る
調
査
の
監
督
を
管
掌
し
て
い
る
点
に

も
注
目
し
て
い
た
。
更
に
噂
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
軍
需
調
整
の
た
め
の
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
の
調
査
は
農
業
、
商
業
、
産
業
、

金
融
、
資
源
の
再
分
配
、
食
糧
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
と
の
報
道
に
も
目
配
せ
し
て
い
た）

9
（

。

　

だ
が
二
七
年
五
月
、事
態
は
大
き
な
進
展
を
見
せ
る
。
内
閣
の
も
と
に
国
家
総
動
員
準
備
機
関
で
あ
る
資
源
局
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
国
へ
送
付
す
る
九
月
の
月
例
報
告
で
は
、
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
資
源
局
（a B

ureau of N
ational R

esources

）
が
、
政
府
が
有
事
の



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

五
九
八

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備

二
六
二
六

際
に
国
内
の
資
源
を
総
動
員
す
る
た
め
の
計
画
を
準
備
す
る
目
的
の
も
と
、
そ
れ
ま
で
地
方
当
局
が
持
っ
て
い
た
様
々
な
資
源
に
関
す
る
情

報
を
集
約
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
と
と
も
に
設
立
さ
れ
た
と
記
さ
れ
た）
₁₀
（

。
各
国
の
諜
報
を
統
括
す
る
作
戦
情
報
部
長
も
、
二
七
年
一
一
月

に
、
近
年
他
国
の
産
業
動
員
の
準
備
状
況
が
帝
国
防
衛
委
員
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
の
下
部
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
日
本
の

産
業
動
員
の
状
況
を
注
視
し
報
告
す
る
よ
う
駐
日
武
官
に
命
じ
た）
₁₁
（

。

　

駐
日
武
官
は
、
二
八
年
一
月
に
資
源
局
をG

eneral M
obilization B

ureau

（
総
動
員
局
）
と
直
訳
し
、
そ
の
職
掌
と
人
員
構
成
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
源
局
は
帝
国
内
の
ヒ
ト
と
資
源
の
全
て
を
統
制
し
、
有
事
の
際
に
総
動
員
す
る
た
め
の
計
画
を
立
案
し
、

総
動
員
の
た
め
に
調
整
・
調
査
を
担
う
。
二
八
人
の
構
成
員
の
う
ち
長
官
一
名
、
統
計
官
三
名
、
事
務
官
六
名
、
技
師
六
名
、
部
局
は
総
務
、

施
設
、
調
査
、
企
画
の
四
課
に
分
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
資
源
審
議
会
（A

dvisory B
oard for M

aterial R
esources

）
が
設
置
さ
れ
、
計

画
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
総
裁
は
首
相
、
副
総
裁
二
名
は
首
相
が
選
定
、
最
大
三
五
名
の
構
成
員
（
任
期
最
大
二
年
）
を

有
し
た
。
ま
た
、
資
源
局
と
軍
当
局
と
の
連
絡
役
は
陸
軍
省
整
備
局
が
担
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
全
て
の
組
織
に
関
す
る
議
事
録
は
日
本

国
内
で
機
密
扱
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
以
上
の
報
告
は
で
き
な
か
っ
た）
₁₂
（

。

（
３
）
総
動
員
演
習
へ
の
注
目

　

戦
時
の
総
動
員
を
平
時
に
準
備
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
の
次
に
彼
ら
が
注
目
し
た
の
は
、
政
府
関
係
者
だ
け
で
な
く
民
間
を
も
含
め
た

実
践
レ
ベ
ル
で
の
準
備
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
九
年
三
月
に
は
、
陸
軍
省
、
商
工
省
、
内
務
省
の
協
力
の
下
、
大
阪
で
一
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
総
動
員
演
習
（Industrial 

M
obilization P

ractice

）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
実
施
対
象
は
、
自
動
車
や
そ
の
他
の
輸
送
手
段

の
招
集
、
そ
し
て
警
察
、
予
備
役
兵
、
青
年
団
な
ど
の
組
織
化
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
資
源
局
長
官
の
宇
佐
美
勝
夫
が
文
官
で
あ
り
な
が



（　
　
　
　

）

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

五
九
九

二
六
二
七

ら
﹁
最
高
指
揮
官
（C

om
m

ander-in-C
hief

）﹂
と
な
り
、
資
源
局
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
を
指
揮
す
る
点
に
注
目
し
た）
₁₃
（

。
こ
れ
ら
は
、
改
め
て

作
戦
情
報
部
の
四
月
の
月
例
報
告
（B

lue Sum
m

ary A
pril 1929

）
に
掲
載
さ
れ
た）
₁₄
（

。

　

演
習
が
二
九
年
三
月
五
日
に
大
阪
・
京
都
・
神
戸
の
三
工
業
都
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
駐
日
武
官
は
多
大
な
関
心
を
払
っ
た

が
、
外
国
の
将
校
・
役
人
は
締
め
出
さ
れ
、
詳
細
は
一
切
秘
密
と
さ
れ
た
た
め
、
情
報
収
集
は
報
道
に
依
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
七

月
に
、
総
動
員
の
執
行
機
関
が
地
方
分
権
化
さ
れ
、
生
産
、
供
給
を
各
都
市
が
分
担
す
る
様
子
を
報
告
し
、
最
後
に
宇
佐
美
資
源
局
長
官
の

総
括
の
挨
拶
、﹁
一
度
目
と
し
て
は
上
出
来
だ
っ
た
が
、
工
場
の
分
配
、
生
産
能
率
、
部
局
間
の
連
絡
な
ど
、
更
に
か
な
り
の
努
力
を
要
す
る
﹂

と
の
言
葉
も
訳
出
し
て
送
付
し
た）
₁₅
（

。
大
阪
領
事
か
ら
も
可
能
な
限
り
の
情
報
が
送
ら
れ
、
七
月
の
駐
日
武
官
報
告
は
こ
の
大
阪
領
事
の
報
告

と
と
も
に
、
九
月
の
作
戦
情
報
部
作
成
の
月
例
報
告
に
引
用
さ
れ
た）
₁₆
（

。

　

三
〇
年
四
月
、
こ
こ
ま
で
の
日
本
の
産
業
動
員
準
備
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、
彼
ら
が
収
集
し
て
き
た
情
報
が
、
作
戦
情
報
部
の
月

例
報
告
の
な
か
で
総
括
さ
れ
た）
₁₇
（

。
す
な
わ
ち
報
告
は
、﹁
こ
こ
最
近
の
日
本
の
産
業
動
員
の
活
動
を
見
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
陸

軍
の
近
々
起
こ
り
得
る
動
員
に
必
要
な
措
置
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
将
来
戦
の
遂
行
に
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
た
め
全
国
的
な
産
業
動
員
を
準
備
す
る
と
い
う
程
度
ま
で
日
本
の
政
策
が
進
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
そ
う
は
見
え
な
い
だ
ろ

う
﹂
と
述
べ
、
総
動
員
準
備
＝
戦
争
企
図
と
い
う
見
方
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
冷
静
な
観
点
か
ら
、
前
年
実
施
さ
れ
た
総
動
員

演
習
も
﹁
誤
解
を
招
く
﹂
も
の
だ
っ
た
と
記
し
た
。
総
動
員
演
習
に
は
も
と
も
と
限
界
が
あ
り
、
実
施
さ
れ
た
地
域
の
産
業
に
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
と
な
く
実
行
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
の
は
、﹁
平
戦
か
ら
産
業
動
員
の
準
備
を
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
開
戦
と
同
時
に
出
来
る
だ
け
迅
速
に
最
大
の
国
内
全
て
の
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

産
業
動
員
を
研
究
す
る
全
て
の
国
家
に
お
い
て
共
通
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

課
題
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）﹂
と
述
べ
、
日
本
の
総
動
員
準
備
の
歩
み

を
世
界
的
な
潮
流
の
中
で
相
対
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
軍
と
産
業
の
連
携
の
緊
密
化
を
提
唱
し
た
宇
垣
陸
相
の
発
言
に
注
目



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

六
〇
〇

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備

二
六
二
八

し
、
産
業
動
員
の
た
め
の
情
報
収
集
も
そ
う
し
た
軍
産
協
力
の
た
め
の
﹁
大
き
な
一
歩
﹂
で
あ
る
と
評
価
す
ら
し
た
。

（
４
）　
「
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ｄ
」
を
め
ぐ
っ
て

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
本
国
陸
軍
省
と
駐
日
武
官
と
の
間
で
、
資
源
局
の
訳
出
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
興
味
深
い
や
り
と
り
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
六
月
、
駐
日
武
官
は
報
告
で
、﹁
日
本
の
総
動
員
をIndustrial M

obilization

と
称
す
る
に
は
定
義
が
狭
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
の
も
同
年
一
月
に
制
定
さ
れ
た
資
源
調
査
令
に
よ
れ
ば
、
動
員
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
、
食
糧
、
船
舶
を
も
含
ん
で
お
り
、

む
し
ろN

ational M
obilization

と
称
す
べ
き
だ
﹂
と
述
べ
た
。
更
に
、
資
源
局
や
資
源
審
議
会
は
、﹁
日
本
語
の
意
味
そ
の
ま
ま
に
直
訳

す
る
か
、
そ
れ
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
同
様
の
機
能
を
持
っ
た
組
織
の
名
前
で
表
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
資
源
局
はC

om
m

ittee 

of Im
perial D

efence （
Ｃ
Ｉ
Ｄ
） 
、
資
源
審
議
会
はthe Secretariat of the C

ID

と
呼
ぶ
こ
と
で
多
く
の
利
点
が
あ
る
﹂
と
し
た
。
資

源
局
・
審
議
会
は
諮
問
機
関
で
あ
り
、
①
首
相
の
統
轄
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
、
②
審
議
会
に
は
副
総
裁
や
局
員
、
委
員
を
抱
え
、
彼
ら
は

ア
ド
ホ
ッ
ク
な
構
成
員
で
あ
る
こ
と
、
③
実
際
に
日
本
の
政
体
に
占
め
る
位
置
づ
け
が
イ
ギ
リ
ス
に
占
め
る
そ
れ
と
酷
似 （very sim

ilar

）

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
審
議
会
副
総
裁
は
陸
相
、
商
工
相
、
委
員
は
内
閣
書
記
官
長
、
法
制
局
長
官
、
資
源
局
長
官
、

外
務
次
官
、
大
蔵
次
官
、
海
軍
次
官
、
農
務
次
官
、
商
工
次
官
、
運
輸
次
官
、
拓
務
次
官
、
参
謀
次
長
、
軍
令
部
次
長
、
東
大
総
長
、
貴
族

院
議
員
七
名
、
衆
議
院
議
員
六
名
か
ら
成
る
。
施
設
も
皇
居
の
す
ぐ
外
側
の
和
田
倉
門
で
省
庁
と
大
企
業
の
眼
と
鼻
の
先
に
あ
る
点
が
指
摘

さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、﹁
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ｄ
（T

he Japanese C
ID

）
は
ま
だ
戦
争
の
計
画
に
参
与
で
き
て
い
な
い
が
、
進
化
し
続
け
、

彼
ら
の
持
つ
情
報
も
価
値
を
高
め
て
お
り
、
軍
事
政
策
を
め
ぐ
る
参
謀
本
部
と
内
閣
の
衝
突
を
緩
和
す
る
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
﹂

と
評
価
し
た）
₁₈
（

。

　

ち
な
み
に
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
中
に
は
、
産
業
動
員
に
関
す
る
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
検
閲
（C

ensorship

）
委
員
会
、
戦
時
に
お
け
る
船
舶
補
償



（　
　
　
　

）

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

六
〇
一

二
六
二
九

（Insurance of B
ritish Shipping in T

im
e of W

ar

）
委
員
会
、
国
民
登
録
（N
ational R

egister

）
委
員
会
、
原
料
備
蓄
（R

aw
 

M
aterials; A

ccum
ulation of Stocks

）
委
員
会
、
戦
時
食
糧
配
給
（F

ood Supplies

）
委
員
会
、
無
電
（R

adio T
ransm

ission

）
統

制
委
員
会
、
人
的
資
源
（M

anpow
er

）
統
制
委
員
会
、
宣
伝
（B

roadcasting

）
委
員
会
、
細
菌
兵
器
（B

acteriological W
arfare

）
委

員
会
な
ど
総
力
戦
に
関
わ
る
多
く
の
下
部
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備
機
関
の
性
格
を
備
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
作
戦
情
報
部
長
は
、
駐
日
武
官
の
提
案
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
やthe Secretariat of the C

ID

と
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
名
称
を

外
国
組
織
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
誤
解
を
生
じ
か
ね
な
い
と
し
て
、
日
本
の
専
門
用
語
の
翻
訳
、
す
な
わ
ち
資
源
局
はR

esources 

B
ureau

、
資
源
審
議
会
はR

esources A
dvisory B

oard

と
訳
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
。
さ
ら
に
作
戦
諜
報
局
長
は
、﹁
効
果
的
な
産
業
動
員

を
行
う
上
で
不
可
欠
な
こ
と
は
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
、
機
械
、
原
料
な
ど
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
確
実
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
時

点
で
日
本
の
計
画
は
こ
れ
を
準
備
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
﹂、
と
厳
し
い
評
価
を
下
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
の
組
織
を
性

格
づ
け
る
に
は
、
世
界
各
国
に
お
け
る
参
謀
本
部
の
諜
報
活
動
や
﹁
ア
メ
リ
カ
の
産
業
動
員
計
画
﹂
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　

駐
日
武
官
が
日
本
の
資
源
局
を
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｉ
Ｄ
と
酷
似
し
て
い
る
と
み
な
し
た
点
、
他
方
で
組
織
と
し
て
の
資
源
局
の
未
熟
さ
を
指

摘
し
た
作
戦
情
報
部
長
が
、
資
源
局
を
分
析
す
る
上
で
ア
メ
リ
カ
の
計
画
が
参
考
に
な
る
と
し
た
点
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
と
い
う
の

も
、
日
本
の
総
動
員
準
備
が
、
精
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
十
分
比
類
す
る
も
の
と
彼
ら
か
ら
見
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
以
降
も
資
源
局
の
活
動
は
﹁
国
家
総
動
員
﹂
で
は
な
く
﹁
産
業
動
員
﹂
準
備
と
し

て
本
国
に
報
告
さ
れ
た
。
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

六
〇
二

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
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二
六
三
〇

（
５
）
軍
産
協
力
の
可
能
性

　

と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
が
注
目
し
た
の
は
、
軍
と
産
業
の
協
力
体
制
の
実
態
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
総
動
員
演
習
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
満
洲
事
変
後
は
、
ソ
連
・
ド
イ
ツ
に
加
え
、
日
本
も
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
脅
威
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
民
間
産

業
の
ス
ム
ー
ス
な
軍
事
転
用
の
準
備
の
成
否
が
、
日
本
が
大
規
模
な
戦
闘
行
動
に
出
る
か
否
か
を
示
す
好
材
料
と
も
な
っ
た）
₁₉
（

。

　

一
九
三
一
年
三
月
、
駐
日
武
官
は
、
陸
軍
省
整
備
局
と
資
源
局
が
緊
密
に
連
携
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
た
上
で
、
軍
需
生
産
の
民
間
へ

の
移
譲
に
際
し
て
、
生
産
品
目
、
機
械
の
選
定
、
見
積
も
り
、
生
産
期
間
な
ど
の
指
示
は
陸
軍
省
整
備
局
で
は
な
く
資
源
局
が
製
造
者
に
伝

達
す
る
だ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
で
軍
需
と
民
需
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
り
良
く
維
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
報
告
し
た）
₂₀
（

。

　

三
二
年
一
二
月
に
は
、
大
阪
・
神
戸
地
区
で
想
定
さ
れ
る
産
業
動
員
の
研
究
が
資
源
局
指
導
の
下
で
八
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
本
国
へ
報

告
し
た）
₂₁
（

。
三
三
年
六
月
に
も
、﹃
大
阪
毎
日
新
聞
﹄
の
記
事
を
翻
訳
し
て
、
同
年
四
月
に
大
阪
製
造
業
者
協
会
が
戦
時
産
業
動
員
計
画
に
関

す
る
軍
当
局
と
の
非
公
式
会
議
の
開
催
を
提
案
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
。
会
議
で
は
、
原
料
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
の
対
抗
策
、
別
の

品
目
の
生
産
へ
の
転
向
、
全
く
異
な
る
仕
事
に
従
事
す
る
作
業
員
に
弾
薬
生
産
の
知
識
を
伝
授
す
る
方
法
手
段
、
戦
時
に
お
け
る
労
働
政
策

等
に
つ
い
て
研
究
、
意
見
が
交
換
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
特
に
興
味
深
い
（specially interesting

）
と
書
き
添
え
た）
₂₂
（

。
ま
た
、
同
年
七
月

の
報
告
で
は
、
前
年
七
月
二
五
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
九
州
北
部
で
総
動
員
演
習
が
行
わ
れ
、
北
九
州
を
皮
切
り
に
今
後
は
京
都
、

大
阪
、
神
戸
、
東
京
、
津
軽
、
函
館
で
も
実
施
予
定
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
ら
れ
た）
₂₃
（

。

　

三
五
年
二
月
に
は
、﹃
読
売
新
聞
﹄
の
﹁
興
味
深
い
﹂
記
事
を
取
り
上
げ
、
駐
日
武
官
が
本
国
に
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
軍
当

局
が
新
し
い
制
度
と
し
て
﹁
教
育
注
文
﹂（Instruction and O

rder

）
を
中
小
規
模
の
民
間
工
場
に
与
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
教
育
注
文
制
度
と
は
、
兵
器
製
造
の
た
め
に
民
間
工
場
を
動
員
す
る
に
あ
た
っ
て
、
陸
軍
の
監
督
の
下
で
、
軍
の
工
作
機

械
や
技
師
を
あ
ら
か
じ
め
民
間
工
場
に
配
置
し
、
機
関
銃
そ
の
他
の
兵
器
の
製
造
を
発
注
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
局
は
三
五
年
度
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二
六
三
一

の
予
算
で
一
七
万
五
〇
〇
〇
円
の
予
算
を
計
上
す
る
と
明
言
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、日
本
の
大
多
数
を
占
め
る
全
国
の
小
規
模
作
業
場
・

工
場
を
戦
時
目
的
の
た
め
に
組
織
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
し
て
産
業
動
員
の
準
備
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た）
₂₄
（

。

　

三
月
に
駐
日
武
官
は
、
民
間
の
軍
需
品
製
造
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
民
間
の
技
師
の
必
要
、
講
習
・
教
育
注
文
の
実
施
の
必
要
を
議
会
で

訴
え
た
林
銑
十
郎
陸
相
の
発
言
を
紹
介
し
、
日
本
が
産
業
動
員
を
本
格
的
に
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た）
₂₅
（

。
四
月
に
も
、
林
陸
相
が
大

工
場
に
軍
需
品
製
造
を
独
占
さ
せ
な
い
よ
う
特
別
の
注
意
を
払
っ
て
き
た
と
議
会
で
答
弁
し
た
こ
と
を
本
国
へ
報
告
し
た
。注
目
し
た
の
は
、

三
五
年
度
陸
軍
予
算
の
中
の
軍
需
品
購
入
額
二
億
五
七
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
を
民
間
工
場
か
ら
、
そ
の
う
ち
五
三
〇
〇

万
円
を
資
本
金
五
〇
万
円
以
下
の
中
小
工
場
か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
以
上
の
配
分
は
﹁
興
味
深
く
﹂、﹁
ど
れ
だ
け

産
業
動
員
が
慎
重
に
研
究
さ
れ
た
か
を
示
し
て
い
る
﹂
と
評
価
し
た）
₂₆
（

。

　

一
〇
月
に
も
駐
日
武
官
は
、
愛
知
、
三
重
、
岐
阜
、
静
岡
四
県
の
四
三
六
の
製
造
工
場
の
労
働
者
が
愛
国
労
働
組
織
、
中
部
日
本
機
械
工

連
盟
を
結
成
し
た
と
の
﹃
大
阪
毎
日
新
聞
﹄
の
報
道
を
本
国
に
伝
え
、
実
際
に
名
古
屋
・
大
阪
の
工
場
を
見
学
し
た
結
果
、
陸
軍
と
民
間
の

軍
需
品
製
造
関
係
者
と
の
関
係
は
と
て
も
緊
密
で
あ
る
と
の
感
想
を
漏
ら
し
た）
₂₇
（

。

　

三
六
年
四
月
に
な
る
と
、
二
・
二
六
事
件
後
の
政
府
の
産
業
統
制
強
化
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
同
時
に
新
聞
紙
上
に
表

明
さ
れ
て
い
た
、
産
業
の
統
制
は
民
間
の
手
に
委
ね
る
べ
き
と
い
う
関
西
財
界
の
要
求
と
政
府
へ
の
不
満
に
も
同
時
に
注
目
し
た）
₂₈
（

。
ク
ラ
イ

ブ
駐
日
大
使
も
、
国
家
の
財
政
・
産
業
統
制
が
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
日
本
が
全
体
主
義
路
線
に
進
む
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
る
と
三
七
年
一
月
に
イ
ー
デ
ン
外
相
に
報
告
し
た
（
計
画
経
済
に
進
ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
だ
が
と
も
述
べ
て
い
る
））
₂₉
（

。

（
６
）
イ
ギ
リ
ス
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
日
本
分
析

　

一
九
三
一
年
三
月
に
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
（Industrial Intelligence C

entre
）
が
創
設
さ
れ
た
。
ソ
連
や
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
、
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﹂
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二
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三
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潜
在
敵
国
の
産
業
情
報
を
調
査
分
析
す
る
必
要
を
強
く
唱
え
て
い
た
デ
ス
モ
ン
ド
・
モ
ー
ト
ン
（D

esm
ond M

orton

）
が
セ
ン
タ
ー
長
と

な
り
、
創
設
直
後
か
ら
彼
の
個
人
的
人
脈
を
駆
使
し
た
政
府
内
外
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
鋭
い
分
析
を
提
供
し
た
。
産
業
情
報

セ
ン
タ
ー
は
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、
後
に
モ
ー
ト
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
個
人
秘
書
と
な
る）
₃₀
（

。

　

三
三
年
二
月
、
モ
ー
ト
ン
は
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
た
ウ
ィ
タ
ム
（G

. S. W
hitham

）
陸
軍
省
兵
器
工

廠
部
次
長
の
ま
と
め
た
日
本
の
産
業
動
員
計
画
に
関
す
る
文
書
を
陸
・
海
・
空
軍
省
や
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
下
部
組
織
で
あ
る
外
国
産
業
情
報
委
員
会

（Sub-C
om

m
ittee on Industrial Intelligence in F

oreign C
ountries

、
以
下
Ｆ
Ｃ
Ｉ
）
に
回
覧
し
た
。
そ
の
分
析
の
ソ
ー
ス
に
は
こ

れ
ま
で
の
駐
日
武
官
の
情
報
分
析
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
行
論
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
文
書
の
内
容
を
以
下
に
詳
し
く

紹
介
し
て
お
く
。

　

ま
ず
冒
頭
で
、﹁
日
本
人
に
隠
ぺ
い
癖
が
あ
る
の
は
有
名
﹂
だ
が
、
こ
と
﹁
戦
時
産
業
動
員
に
関
し
て
は
少
し
も
隠
そ
う
と
し
な
い
（
そ

れ
が
ブ
ラ
フ
で
な
い
と
す
れ
ば
）﹂
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
総
動
員
準
備
の
歴
史
を
振
り
返
る
。
第
一
次
大
戦
は
日
本
に
総
動
員
を

求
め
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
六
年
に
ロ
シ
ア
の
た
め
に
軍
需
品
製
造
を
請
け
負
っ
た
こ
と
で
、
総
力
戦
の
貴
重
な
実
体
験
を
す
る
こ
と
が
出

来
た
と
い
う
。
一
九
一
七
年
に
は
一
二
六
〇
の
工
場
で
百
万
人
近
く
が
雇
用
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
は
日
本
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
貴
重
な

も
の
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
従
来
民
間
工
場
を
軽
視
し
て
き
た
軍
当
局
が
、
政
府
管
轄
の
兵
器
工
廠
だ
け
で
は
軍
需
を
満
た
す
の
に
不

十
分
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
重
要
工
場
の
政
府
統
制
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
軍
需
工
業
動

員
法
が
制
定
さ
れ
、
平
時
に
お
け
る
産
業
能
力
の
調
査
が
始
ま
り
、
軍
需
局
・
軍
需
評
議
会
が
設
置
さ
れ
、
産
業
動
員
計
画
の
研
究
が
始
ま

っ
た
、
と
日
本
の
総
動
員
準
備
の
発
端
の
経
緯
を
記
し
た
。

　

大
戦
中
、
他
の
列
強
が
事
前
の
計
画
な
し
に
必
要
に
迫
ら
れ
て
産
業
の
組
織
化
と
格
闘
し
て
い
る
さ
な
か
、
日
本
は
産
業
動
員
の
科
学
的

研
究
を
首
尾
よ
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
﹁
日
本
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
与
え
る
﹂
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
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う
し
、﹁
現
に
日
本
は
他
の
諸
国
に
先
ん
じ
、
完
璧
に
考
案
さ
れ
た
計
画
を
所
有
し
て
い
る
（She has correspondingly advanced 

beyond other countries, and possesses a com
plete considered schem

e

）﹂
と
述
べ
る
。

　

し
か
し
、﹁
全
く
も
っ
て
あ
り
え
な
い
こ
と
（T

his is m
ost im

probable

）﹂
が
起
こ
る
。
ま
ず
、
軍
需
局
が
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
前

に
廃
止
さ
れ
、
国
勢
院
に
置
き
換
え
ら
れ
、
軍
事
的
要
素
が
除
去
さ
れ
た
。
そ
の
国
勢
院
も
軍
需
評
議
会
と
共
に
二
年
後
廃
止
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
世
界
に
先
ん
じ
て
い
た
日
本
の
総
動
員
準
備
を
政
党
内
閣
が
廃
止
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
を
酷
評
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

　

そ
の
原
因
は
封
建
制
度
に
根
差
し
て
い
る
と
見
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
維
新
ま
で
権
力
を
持
っ
た
武
士
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
軍
部
と
、
近
代

に
な
っ
て
台
頭
し
た
新
興
勢
力
（
銀
行
家
、
実
業
家
、
商
人
）
と
の
対
立
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
結
果
的
に
、
政
党
政
治
の
浸
透
に
よ
っ
て

対
立
は
激
化
し
た
。
も
っ
と
も
日
本
の
軍
部
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
見
ら
れ
る
軍
事
独
裁
を
目
指
す
将
校
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
類
似

性
を
前
提
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。

　

軍
需
工
業
動
員
法
や
軍
需
局
は
軍
部
が
作
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、﹁
戦
後
す
ぐ
に
軍
部
は
力
を
失
っ
た
﹂。
そ
の
後
退
は
著
し
く
、
二
度
と

復
活
し
な
い
の
で
は
と
疑
う
も
の
も
い
た
。
駐
日
商
務
参
事
官
の
﹁
製
造
業
者
が
自
社
の
利
益
の
追
求
を
差
し
控
え
、
国
家
の
た
め
に
軍
需

品
を
製
造
す
る
よ
う
説
得
す
る
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
﹂（
先
述
）
と
の
言
葉
が
全
て
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
一
九
二
五
年
ま
で
、
さ
し
た
る
進
展
を
み
な
か
っ
た
。
一
九
二
五
年
の
重
要
な
進
展
と
は
農
商
務
省
が
農
林
省
と
商
工
省
に
分
離

し
、
後
者
が
軍
需
品
関
連
の
調
査
を
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
さ
す
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
初
め
て
本
格
的
に
効
果
的

な
措
置
が
取
ら
れ
た
二
七
年
の
資
源
局
と
資
源
審
議
会
の
発
足
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
軍
部
は
再
び
影
響
力
を
取
り
戻
し
、
か
な
り
の

消
極
的
抵
抗
は
あ
っ
た
も
の
の
、
産
業
動
員
準
備
を
推
進
し
、
一
九
二
九
年
の
総
動
員
演
習
の
実
施
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
（
先
述
）。
こ
の

演
習
は
、
相
当
の
前
進
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
産
業
動
員
の
真
の
意
味
と
そ
の
必
要
性
を
多
く
の
実
業
家
や
政
治
家
に
経
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験
を
持
っ
て
知
ら
し
め
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
の
資
源
調
査
令
の
公
布
が
示
す
通
り
、
産
業
動
員
に
必
要
な
の
は

平
時
に
お
け
る
国
家
の
統
制
に
よ
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
本
が
よ
う
や
く
思
い
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
だ
。
こ
の
よ

う
に
結
論
付
け
ら
れ
た
。

　

現
在
の
日
本
の
産
業
動
員
準
備
の
状
況
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
方
も
あ
る
が
、
結
論
付
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
結
論
を
出
す
こ
と

に
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
産
業
動
員
計
画
へ
の
着
手
が
比
較
的
緩
慢
な
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列

強
ほ
ど
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
。
満
洲
事
変
後
は
、
不
足
資
源
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
原
料
購
入
だ
け
で
な
く

爆
発
物
、
戦
車
、
測
距
儀
な
ど
の
完
成
品
・
半
製
品
の
購
入
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
も
っ
と
も
国
内
製
造
業
者
は
軍
需
品
生
産
に
乗
り
気
で

は
な
い
。
あ
る
い
は
、
ア
ジ
ア
の
労
働
力
を
利
用
す
れ
ば
日
本
が
望
む
結
果
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と
最
後
に
述
べ
稿
を
閉
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
一
時
は
産
業
動
員
準
備
先
進
国
で
あ
っ
た
日
本
が
政
党
政
治
の
発
展
と
軌
を
一
に
し
て
そ
の
準

備
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
近
年
に
な
り
再
び
産
業
動
員
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
緩
慢
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
見
方
を
示

し
た
。
こ
う
し
た
情
報
分
析
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
や
陸
海
軍
省
の
眼
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ
ー
チ
ル
（
当
時
は
ま
だ
閑
職
だ
が
）
に
ま
で
届

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
駐
日
武
官
の
報
告
よ
り
も
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の
原
料
備
蓄
に
注
目
し
た
。
三
五
年
八
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
半
年
か
ら
一
年
間
、
輸
入

に
頼
る
こ
と
な
く
産
業
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、
原
料
の
十
分
な
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
と
の
不
確
か
な
噂
が
あ
る
が
、
米
は
一
年
分
の
供
給
量

（
本
土
）
を
備
蓄
し
、綿
花
も
価
格
急
落
時
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
購
入
し
て
い
る
上
に
、通
常
の
輸
入
で
相
当
量
の
備
蓄
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

石
油
製
品
の
備
蓄
は
半
年
分
を
確
保
す
る
方
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
海
軍
は
平
時
の
使
用
量
二
年
分
の
石
油
燃
料
の
備
蓄
が
あ
る
こ
と
が
確

実
と
の
報
告
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
用
の
老
朽
船
舶
も
か
な
り
の
量
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
経
済
的
な
脆
弱

性
を
憂
慮
し
、
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
第
一
次
大
戦
で
産
業
動
員
の
教
訓
を
学
び
、
平
時
に
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国
家
統
制
の
下
で
の
大
規
模
な
カ
ル
テ
ル
化
が
、
有
事
の
際
に
工
場
を
軍
事
転
用
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
産
業
構
造
が
小
規
模
単
位
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
動
員
計
画
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
二
四
の
産
業

（
石
炭
、
銑
鉄
、
鉄
鋼
、
銅
、
硫
酸
、
石
油
製
品
、
等
）
に
政
府
の
統
制
が
及
ん
で
い
る
。
一
九
三
三
年
か
ら
三
四
年
初
頭
に
、
実
際
に
産

業
が
動
員
さ
れ
、
満
洲
事
変
で
枯
渇
し
た
軍
需
品
の
備
蓄
を
再
び
充
塡
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
軍
需
品
製
造
の
た
め
の
か
な
り
の
量
の
工
作

機
械
、
治
具
、
計
器
が
備
蓄
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
に
は
海
軍
当
局
が
二
〇
〇
の
民
間
業
者
を
動
員
し
て
、
大
阪
神
戸
付
近
で
動
員
演
習
を

実
施
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
、
外
国
に
依
存
せ
ず
に
軍
需
品
を
供
給
す
る
能
力
を
増
大
さ
せ
、
大
小
の
工
場
に
軍
需
品
の
部
品
製
造
を
奨

励
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、中
小
工
場
へ
の
教
育
注
文
に
多
く
の
予
算
を
割
い
て
き
た（
五
三
〇
〇
万
円
／
軍
備
予
算
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
）。

政
府
は
、
民
間
会
社
が
組
立
の
一
部
品
の
製
造
だ
け
で
な
く
、
完
成
品
製
造
を
担
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
兵
工
廠

は
よ
り
複
雑
な
兵
器
製
造
に
、
民
間
産
業
は
精
密
機
械
の
製
造
に
集
中
で
き
る
か
ら
だ
。
疑
い
な
く
日
本
は
こ
う
し
た
政
策
に
﹁
か
な
り
の

成
功
を
収
め
て
き
た
﹂
と
評
価
し
た）
₃₁
（

。

（
７
）　

日
本
は
長
期
戦
を
戦
え
る
か

　

一
九
三
五
年
に
入
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
、
潜
在
敵
国
と
し
て
日
本
の
産
業
能
力
に
つ
い
て
の
情
報
分
析
を
本
格
化
さ
せ
た
。
と
り
わ
け
、
日

本
の
戦
争
継
続
能
力
を
探
っ
た
。
日
本
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
経
済
問
題
の
章
を
執
筆
担
当
し
た
駐
日
武
官
は
、
五
月
に
そ
の
草
稿
を

本
国
へ
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
産
業
資
源
の
一
般
的
特
徴
（
種
類
や
採
掘
場
所
等
）
を
説
明
し
た
後
、軍
需
資
材
の
備
蓄
の
存
在
と
程
度
、

産
業
動
員
後
に
軍
事
力
を
維
持
す
る
た
め
の
産
業
能
力
、
工
業
生
産
の
中
の
弱
点
、
戦
争
継
続
中
の
資
源
獲
得
能
力
、
戦
争
経
済
等
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
つ
っ
こ
ん
だ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
結
論
は
、
必
要
な
量
の
原
料
を
輸
入
で
き
、
加
え
て
一
定
程
度
の
製
造
品
を
購
入
出
来
る

な
ら
ば
、
日
本
は
産
業
動
員
が
発
動
す
る
ま
で
動
員
し
た
軍
事
力
を
維
持
で
き
る
し
、
そ
の
後
も
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
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た
。
さ
ら
に
、
戦
争
が
長
引
け
ば
、
必
要
な
輸
入
品
を
購
入
す
る
の
に
十
分
な
輸
出
量
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
外
債
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
結
論
の
前
提
は
大
陸
に
派
遣
さ
れ
る
兵
力
を
百
万
人
に
限
っ
た
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
の
限

界
で
あ
る
。
そ
こ
に
海
軍
の
参
加
は
含
ま
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
以
上
の
大
規
模
な
戦
争
に
日
本
は
耐
え
き
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る）
₃₂
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
留
保
を
つ
け
た
。
五
月
の
意
見
書
で
は
、
駐
日
武
官
の
評
価
が
過
小
で
あ
る
と
批
判
的

で
あ
っ
た
。
よ
り
重
要
な
の
は
生
産
能
力
で
は
な
く
、
技
術
産
業
の
状
態
と
戦
時
の
展
開
力
（the state and expansion of the 

engineering industry
）
で
あ
る
と
い
う
。
日
本
は
過
去
数
年
間
で
﹁
も
っ
と
も
驚
く
べ
き
産
業
化
の
発
展
を
遂
げ
た
﹂
が
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
全
般
的
な
発
展
の
基
礎
と
な
り
、
か
つ
満
洲
国
育
成
の
た
め
に
必
要
な
重
量
基
礎
資
材
（heavy basic m

aterials

）
が

生
産
の
よ
り
大
部
分
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
四
年
の
鉄
鋼
製
品
の
生
産
高
に
、
け
た
、
レ
ー
ル
、
橋
な

ど
満
洲
国
発
展
の
基
礎
に
欠
か
せ
な
い
重
工
業
製
品
が
異
常
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
造
船
関
係
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
は
未
知
数
の
伸
び
白
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。
次
に
六
月
の
意
見
書
で
も
、
駐
日
武
官
の
文
書
の
問
題

を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
百
万
人
の
兵
力
を
維
持
で
き
る
と
い
う
が
、
そ
れ
が
ソ
連
と
の
戦
争
で
も
堪
え
う
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
駐
日

武
官
は
、
技
術
労
働
者
に
か
か
る
費
用
、
大
陸
派
遣
軍
の
維
持
に
必
要
な
商
船
や
輸
送
手
段
の
建
設
費
用
・
原
料
と
い
っ
た
要
素
を
軽
視
し

て
い
る
。
ま
た
、
交
戦
国
だ
け
で
な
く
他
の
列
強
の
態
度
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
日
本
の
置
か
れ
た
経
済
状
況
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
起
こ
り
得
る
全
て
の
状
況
で
あ
ら
ゆ
る
要
因
に
触
れ
て
書
く
の
は
至
難
の
業
と
い
え
る
、
と
暗
に
結
論
を
導

き
出
す
こ
と
に
改
め
て
慎
重
な
態
度
を
示
し
た）
₃₃
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の
潜
在
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
戦
争
と
い
う
冒
険
的
行
動
に
つ
な
が
る

と
み
な
す
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
そ
う
し
た
見
方
も
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
三
七
年
九
月
に
は
戦
略
物
資
の
輸
入
急
増
が
と
り
わ
け
注
視
さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。
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考
え
ら
れ
る
の
は
、
三
七
年
後
半
に
世
界
的
な
価
格
の
急
騰
を

予
想
し
て
の
行
動
な
の
か
、
あ
る
い
は
政
治
的
﹁
事
件
﹂
を
予
想

し
て
戦
略
物
資
の
備
蓄
を
目
的
と
す
る
も
の
な
の
か
だ
が
、
恐
ら

く
後
者
だ
ろ
う
と
み
な
し
た
。
と
い
う
の
も
、
金
属
の
価
格
は
三

月
以
降
下
落
し
て
い
た
が
、
四
～
六
月
の
金
属
輸
入
量
は
三
月
よ

り
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
示
唆
す
る

の
は
、
日
本
が
三
七
年
初
頭
か
ら
戦
争
も
辞
さ
な
い
計
画
を
有
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
対
中
国
戦
争
は
あ
ら
か
じ
め
計
画

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
と
判
断
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
っ
た）
₃₄
（

。

　

以
上
見
て
き
た
日
本
の
産
業
動
員
準
備
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の

観
察
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
英
国
陸
軍
省
作
戦
情
報

部
の
指
示
に
従
い
、
駐
日
武
官
は
日
本
の
産
業
動
員
準
備
の
報
告

を
第
一
次
大
戦
末
期
か
ら
逐
一
報
告
し
て
い
た
。
大
戦
後
の
一
時

的
停
滞
の
後
、
一
九
二
五
年
か
ら
総
動
員
準
備
が
本
格
化
す
る
に

至
り
、
駐
日
武
官
は
日
本
の
総
動
員
準
備
機
関
を
イ
ギ
リ
ス
に
比

肩
す
る
も
の
と
み
な
し
、
一
時
は
﹁
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ｄ
﹂
と
称
し
て

高
く
評
価
し
た
。
そ
の
後
も
、
民
間
の
総
動
員
準
備
へ
の
参
加
な

表１・1937年前半に急増した日本の戦略物資輸入総量（英海外貿易局調べ）

輸入品目 1934年 1935年 1936年 1937年前半のみ

銅 50 68 52 56

スズ 4 4.3 4.5 4.1

ニッケル 2.6 3.4 2.5 3

真鍮・銅鉱石 178 255 269 183

鉄鋼材料（総数） 1,841 2,199 1,968 1,365

高級鋼鉄（半製品） 7 9.9 9.5 8.2

電線（半製品） 1.87 1.37 1.35 1.29

ブリキ（半製品） 87 53 50 45

羊毛 81 109 97 98

ゴム 71 59 63 44

綿花 799 723 895 591

　単位：千トン。なお、同時に国内の鉄鋼材料生産も飛躍的増大。
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ど
か
な
り
の
進
展
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
満
洲
事
変
後
は
、
デ
ス
モ
ン
ド
・
モ
ー
ト
ン
ら
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
政
府
上
層
部
で
世
界
の
産
業
動
員
準
備
を
研
究
す
る
動
き
が
高
ま
る
と
、
日
本
も
そ
の
中
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
も

っ
と
も
、
そ
の
関
心
は
﹁
潜
在
敵
国
﹂
と
し
て
の
日
本
の
産
業
動
員
準
備
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
ど
の
程
度
脅
威
と
な
る
の
か
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
産
業
動
員
準
備
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
潜
在
能
力
は
未
知
数
と
は
い
え
、
楽
観
視
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
は
、
次
章
に
お
い
て
、
他
国
の
産
業
動
員
準
備
を
イ
ギ
リ
ス
が
ど
の
よ
う
に
観
察
し
、
そ
の
な
か
で
日
本
の
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

２　

イ
ギ
リ
ス
が
見
た
世
界
の
産
業
動
員
準
備

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
な
か
で
自
国
の
軍
需
動
員
を
管
掌
し
て
い
た
の
は
、Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
設
置
さ
れ
た
主
要
兵
站
将
校
委
員
会
（
以
下
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）

で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
中
、
陸
・
海
・
空
軍
そ
れ
ぞ
れ
が
軍
需
計
画
を
持
っ
て
お
り
、
契
約
会
社
が
重
複
す
る
こ
と
で
多
く
の
無
駄
が
生
じ

た
。
そ
こ
で
軍
需
省
を
創
設
し
各
軍
へ
の
配
分
調
整
を
行
っ
た
。
戦
後
、
軍
需
省
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
再
び
平
時
の
統
一
的
軍
需
動
員
計
画

を
立
案
す
る
組
織
が
求
め
ら
れ
、
一
九
二
四
年
に
主
要
兵
站
将
校
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
三
軍
の
上
級
兵
站
将
校
に
限
定
さ

れ
て
い
た
が
、
二
七
年
に
商
務
大
臣
を
議
長
と
し
て
再
編
成
さ
れ
、
内
務
省
代
表
、
商
務
省
代
表
、
科
学
技
術
研
究
庁
代
表
ら
が
加
わ
っ
た
。

委
員
会
の
役
割
は
、
①
資
源
の
調
査
・
確
保
、
②
戦
時
計
画
の
起
案
、
③
契
約
会
社
の
リ
ス
ト
化
で
あ
り
、
実
施
機
関
で
は
な
く
あ
く
ま
で

諮
問
・
調
整
機
関
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
で
日
本
の
資
源
局
と
極
め
て
似
て
い
た
と
言
え
る）
₃₅
（

。

　

三
三
年
四
月
、
諸
外
国
に
お
い
て
包
括
的
な
産
業
動
員
準
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
と
の
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
第
九
回
年
次
報

告
が
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た）
₃₆
（

。
三
二
年
一
〇
月
に
も
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
は
、﹁
諸
外
国
の
産
業
動
員
準
備
は
英
国
の
そ
れ
よ
り
も
先
ん
じ
て



（　
　
　
　

）

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備

同
志
社
法
学　

六
九
巻
七
号�

六
一
一

二
六
三
九

い
る
﹂
と
い
う
認
識
の
も
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
調
査
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
訴
え
る
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
て
い
た）
₃₇
（

。
い
よ
い
よ
世
界
の
産
業
動
員

に
遅
れ
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
危
機
感
が
イ
ギ
リ
ス
の
軍
需
動
員
部
門
に
も
漲
り
始
め
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
提
出
さ
れ
た

Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
資
料
（
三
二
年
七
月
）
を
見
て
み
よ
う）
₃₈
（

。

　

ま
ず
認
識
す
べ
き
こ
と
は
、
主
要
列
強
だ
け
で
な
く
多
く
の
諸
国
が
、
産
業
動
員
が
極
め
て
重
要
（suprem

e im
portance

）
で
あ
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
国
は
戦
時
に
軍
需
品
を
供
給
す
る
た
め
の
計
画
を
平
時
か
ら
準
備
し
、
そ
の
た
め
の
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
自
発
的
で
あ
れ
政
府
の
も
の
で
あ
れ
、
中
央
統
制
機
関
を
持
ち
、
必
要
な
統
計
と
平
時
の
産
業
情
報
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
で
、
統
制
機
関
を
持
た
な
い
国
に
対
し
て
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
と
各
国
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
各
国
に
共
通
す
る
一

般
原
則
は
軍
と
産
業
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
専
門
性
を
持
ち
寄
り
協
力
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
各
国
別
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
簡

単
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ソ
連
は
五
カ
年
計
画
以
来
、
産
業
動
員
準
備
を
進
め
て
い
る
。
全
て
の
責
任
は
国
家
計
画
委
員
会
に
あ
り
、
軍
需
は
省
庁
間
中
央
動
員
委

員
会
が
取
り
ま
と
め
、
地
区
や
管
区
に
生
産
を
割
り
振
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
各
工
場
に
は
戦
時
転
用
で
き
訓
練
さ
れ
た
作
業
員
を
揃
え

て
お
り
、
す
で
に
あ
る
程
度
戦
時
計
画
は
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
は
、
Ｒ
Ｖ
Ｄ
Ｉ
（R

eichsverband der D
eutschen Industrie; F

ederation of G
erm

any Industries

）
の
組
織
と
人
員
の

利
用
や
、
連
合
国
管
理
委
員
会
の
下
で
破
壊
さ
れ
た
中
枢
機
構
の
記
録
を
頼
り
に
、
動
員
準
備
は
容
易
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
が
研
究
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
、
相
当
数
の
ス
タ
ッ
フ
の
広
範
な
活
動
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
は
産
業
動
員
に
関
し
て
ド
イ
ツ
の
Ｒ
Ｖ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
連
の
国
家
計
画
委
員
会
と
同
様
の
組
織
を
持
っ
て
い
る
。
軍
産
の
協
力
の
も

と
で
準
備
が
進
め
ら
れ
、
軍
需
品
の
詳
細
な
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
演
習
も
実
施
さ
れ
、
戦
時
転
用
さ
れ
る
工
場
も
定
め
ら
れ

て
い
る
。
最
大
の
問
題
は
産
業
の
大
部
分
が
北
部
に
位
置
す
る
た
め
、
敵
の
空
爆
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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フ
ラ
ン
ス
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
軍
産
関
係
統
制
法
と
非
戦
闘
員
動
員
法
が
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
慎
重
に
研
究
が
な
さ

れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
二
五
年
頃
か
ら
ド
イ
ツ
を
観
察
し
て
お
り
、
有
事
の
際
は
確
実
に
詳
細
な
計
画
を

実
行
に
移
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
計
画
は
一
九
一
八
年
に
動
員
解
除
さ
れ
て
か
ら
改
正
さ
れ
続
け
、
計
画
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
は
、
大
戦
経
験
こ
そ
な
い
が
、
一
九
二
〇
年
に
産
業
動
員
法
を
成
立
さ
せ
た
。
実
際
的
な
活
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
動
員
さ

れ
る
民
間
工
場
に
補
助
金
を
出
す
提
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
二
〇
年
に
陸
軍
次
官
が
平
戦
両
時
に
お
け
る
軍
需
供
給
の
責
任
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
民
に
対
し
て

戦
争
準
備
の
必
要
に
つ
い
て
広
範
囲
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
と
共
に
、
産
業
動
員
計
画
を
公
表
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
作
業
の
詳
細
は

機
密
と
し
た
。
一
九
二
九
年
に
は
民
間
工
場
の
軍
事
転
用
と
い
っ
た
軍
需
品
製
造
に
関
す
る
計
画
の
作
成
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
基
本
的
意

図
は
、
軍
産
が
互
い
の
困
難
な
点
や
問
題
点
を
認
識
し
協
調
し
あ
う
点
に
あ
る
。
他
に
兵
站
予
備
隊
（O

rdnance R
eserve

）
の
よ
う
な

志
願
制
度
も
あ
り
、
実
業
者
、
製
造
業
者
、
職
業
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
一
九
三
一
年
に
は
戦
時
方
策
委
員
会
が
議
会
で
任
命
さ
れ
、
戦

争
準
備
全
体
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
著
名
な
実
業
家
か
ら
の
聞
き
取
り
、
大
部
の
報
告
書
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
で
あ
る
が
、﹁
い
つ
も
の
如
く
﹂
計
画
は
ご
く
内
密
に
さ
れ
た
。
一
九
二
六
年
に
陸
軍
省
整
備
局
、
二
七
年
に
内
閣
の
下
に

資
源
局
が
設
置
さ
れ
、
人
的
物
的
資
源
の
調
整
が
目
指
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
に
は
資
源
調
査
令
が
制
定
さ
れ
、
同
年
総
動
員
演
習
が
実
施

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
国
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
産
業
動

員
準
備
を
進
め
て
い
る
。
以
上
が
各
国
の
準
備
状
況
の
説
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
点
で
は
、
と
り
わ
け
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
が
包
括
的
準
備
を
行
っ
て
い
る
国
と
し
て
注
目
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
ド
イ
ツ
（
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
）
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
に
相
当

す
る
委
員
会
（
中
央
組
織
委
員
会
）
を
立
ち
上
げ
、
同
委
員
会
は
三
〇
年
末
の
時
点
で
戦
時
に
全
産
業
を
動
員
す
る
計
画
を
具
体
化
す
る
こ
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と
は
可
能
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
三
一
年
一
二
月
に
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
で
報
告
さ
れ
て
い
た）
₃₉
（

。
ア
メ
リ
カ
も
こ
の
報
告
以
前
か

ら
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
主
な
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
政
府
が
産
業
動
員
計
画
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
で
、
産
業
の
信
頼
を

得
、
協
力
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
を
模
範
と
す
べ
き
と
主
張
し
た）
₄₀
（

。
ま
た
、
教
育
注
文
や
動
員
演
習
な
ど
、

具
体
的
な
準
備
に
も
目
を
見
張
っ
た）
₄₁
（

。
こ
う
し
た
欧
米
の
準
備
状
況
を
前
に
す
る
と
、
日
本
の
﹁
国
家
総
動
員
﹂
準
備
は
霞
ん
で
見
え
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
は
同
年
一
〇
月
に
も
世
界
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る）
₄₂
（

。

　

ほ
と
ん
ど
の
例
外
な
く
各
国
は
、
強
力
な
国
内
産
業
、
と
り
わ
け
軍
事
産
業
や
そ
の
他
の
関
連
貿
易
を
国
防
の
基
礎
に
置
い
て
い
る
。
彼

ら
は
国
内
産
業
の
弱
点
を
長
い
間
研
究
し
、
国
防
の
た
め
に
そ
れ
を
強
化
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
民
主
的

体
制
を
と
る
国
家
で
さ
え
、
国
家
組
織
の
下
に
産
業
を
集
権
化
す
る
制
度
を
設
け
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
も
ま
た
顕
著
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
戦
時
に
軍
事
転
用
さ
れ
る
工
場
に
は
莫
大
な
資
金
が
投
じ
ら
れ
、
多
く
の
人
員
が
雇
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
業
家

と
軍
人
の
緊
密
な
協
力
が
図
ら
れ
て
お
り
、
相
互
に
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
関
係
と
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
産
業
動
員
の
諸

原
則
は
、
国
防
が
軽
視
さ
れ
が
ち
な
オ
ラ
ン
ダ
を
例
外
と
し
て
、﹁
驚
く
ほ
ど
同
じ
（radically the sam

e

）﹂
な
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三

四
年
一
一
月
の
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
議
事
録
に
も
、
特
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
が
非
常
に
興
味
深
い
と
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
こ
の

時
点
で
も
日
本
は
注
目
す
べ
き
国
に
含
ま
れ
て
い
な
い）
₄₃
（

。

　

次
に
、
三
五
年
七
月
に
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
に
回
覧
さ
れ
た
Ｆ
Ｃ
Ｉ
文
書
に
は
、
三
二
年
の
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
文
書
に
加
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ト
ル
コ
が
紹
介
さ
れ
た）
₄₄
（

。
そ
の
中
で
日
本
は
、
関
連
民
間
工
場
へ
大
規
模
な
補
助
金
を
付
与
す
る
点
、
と
り
わ
け
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
同
様
に
、
教
育
注
文
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
み
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
同
様
、
輸
入
統
制
に
よ
り
緊
急
用
の
石
油
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
国
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
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リ
カ
、
ソ
連
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
同
様
、
軍
人
と
官
僚
が
一
致
し
て
任
務
に
あ
た
り
特
別
の
訓
練
を
受
け
る
点
、
ド
イ
ツ
、
ソ
連
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
同
様
、
特
別
に
官
僚
が
民
間
工
場
に
派
遣
さ
れ
、
政
府
と
工
場
間
の
連
絡
役
を
務
め
る
点
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
、
ソ
連
と
同
様
に
国
家
の
産
業
統
制
が
既
に
進
ん
で
い
る
点
、
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
工
作
機
械

の
備
蓄
を
進
め
て
い
る
点
な
ど
に
も
特
徴
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

三
六
年
一
〇
月
に
も
、
三
五
年
と
同
様
に
Ｆ
Ｃ
Ｉ
の
文
書
が
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
に
回
覧
さ
れ
た）
₄₅
（

。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
位
置
づ
け
に
顕
著
な
変
化

が
見
ら
れ
る
。
有
事
に
総
動
員
す
る
た
め
平
時
か
ら
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
も
は
や
世
界
で
は
問
題
と
は
な
ら
ず
、
単
に
計
画

を
実
行
に
移
す
強
弱
の
程
度
問
題
で
あ
る
。
ソ
連
を
除
い
て
、
民
間
産
業
を
調
査
し
、
戦
時
に
国
民
の
利
福
や
活
動
を
制
限
す
る
た
め
に
は

法
律
の
制
定
を
必
要
と
し
て
き
た
。
総
動
員
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
深
刻
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦

時
に
は
物
資
の
面
で
か
な
り
の
程
度
外
国
の
援
助
が
な
け
れ
ば
野
戦
軍
を
維
持
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
日
本
は
、
直
接
的
な
戦
争
の
脅
威
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
和
産
業
を
軍
事
転
用
す
る
計
画
が
あ
る
段
階
に
ま
で
達
し
て
お
り
、

相
当
な
兵
器
の
備
蓄
を
実
現
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ど
ん
な
理
由
か
ら
で
あ
れ
産
業
動
員
を
決
定
す
れ
ば
、
鋭
い
経
済
問
題
や
失
業
問
題

を
招
く
た
め
、
通
常
の
製
造
や
貿
易
に
戻
れ
な
く
な
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
動
員
は
世
界
的
潮
流
で
各
国
の
差
異
は
程
度
問
題

と
し
な
が
ら
、
戦
時
計
画
を
平
時
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
行
に
移
し
て
い
る
国
と
し
て
、
日
独
伊
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
注
目
し
始
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
総
動
員
準
備
が
遅
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
を
深
刻
視
し
て
お
り
、
準
備
そ
れ
自
体
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で

は
決
し
て
な
か
っ
た
。

　

三
七
年
六
月
に
も
同
じ
く
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
で
Ｆ
Ｃ
Ｉ
の
文
書
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
の
各
国
の
進
捗
状
況
が
検
討
さ
れ
て
い
る）
₄₆
（

。
ド
イ
ツ
は
四

カ
年
計
画
を
開
始
し
、
三
九
年
ま
で
に
原
料
の
自
給
自
足
が
完
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、
食
糧
の
大
量
輸
入
に
悩
ま
さ
れ
る
と
い
っ
た
財
政

問
題
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
成
功
す
る
だ
ろ
う
と
見
ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
も
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
が
三
八
年
ま
で
に
自
足
す
る
と
宣
言
し
た
。
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も
っ
と
も
ド
イ
ツ
の
真
似
は
難
し
く
、
原
料
不
足
は
深
刻
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
﹁
み
じ
め
な
状
況
（deplorable 

condition

）﹂
に
あ
っ
た
。
軍
需
産
業
は
削
減
さ
れ
、
労
働
問
題
（
週
四
〇
時
間
制
）、
軍
需
・
航
空
産
業
の
国
有
化
計
画
が
三
六
年
末
ま

で
の
再
軍
備
計
画
を
遅
ら
せ
、
ほ
ぼ
停
止
状
態
に
追
い
込
ん
で
お
り
、
何
度
も
検
討
さ
れ
て
き
た
戦
時
国
家
組
織
法
は
三
六
年
末
に
再
び
制

定
が
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ま
だ
仮
死
状
態
（in a state of suspended anim

ation

）
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
五
年
間
の

期
限
を
設
け
て
教
育
注
文
の
法
案
を
下
院
で
通
し
た
。
ま
た
、
軍
需
関
係
の
工
作
機
械
を
民
間
に
提
供
す
る
追
加
予
算
を
計
上
し
、
軍
需
品

の
サ
ン
プ
ル
を
製
造
業
者
に
販
売
、
貸
与
す
る
権
限
を
陸
軍
大
臣
に
与
え
る
法
案
を
上
院
で
通
過
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
日
本
で
あ
る
が
、
こ
こ
へ
来
て
注
視
す
べ
き
国
と
し
て
ド
イ
ツ
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
（
逆
の
意
味
で
）
が
挙
げ
ら
れ

た
が
、
日
本
は
後
退
し
て
い
る
。
日
本
も
再
軍
備
が
進
行
し
て
い
る
が
、
政
治
的
事
件
（
二
・
二
六
事
件
︱
筆
者
注
）
が
軍
当
局
の
産
業
統

制
や
商
業
利
得
の
統
制
の
試
み
を
阻
ん
で
い
る
。
主
要
産
業
を
国
家
統
制
の
下
に
置
く
方
策
や
議
論
は
、（
軍
事
目
的
と
い
う
よ
り
も
︱
筆

者
注
）
平
時
の
経
済
的
需
要
を
満
た
す
た
め
に
考
案
さ
れ
て
い
る
。
自
給
自
足
の
た
め
に
か
な
り
の
努
力
が
費
や
さ
れ
て
き
た
が
、
財
政
構

造
な
ど
に
多
く
の
弱
点
を
抱
え
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
結
果
が
つ
い
て
来
な
い
だ
ろ
う
、
等
と
見
ら
れ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
日
本
の
国
家
総
動
員
準
備
（
一
九
一
八
～
一
九
三
七
）
を
イ
ギ
リ
ス
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
駐
日

武
官
や
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
分
析
を
も
と
に
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
一
に
、
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ま
で
の
情
報
を
総
括
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
始
ま
っ
た
日
本
の
産
業
動

員
準
備
を
世
界
に
先
ん
じ
た
も
の
と
高
く
評
価
し
て
い
た
。
他
方
で
、
軍
部
に
対
す
る
政
党
や
産
業
界
の
不
信
感
が
強
く
、
利
益
を
犠
牲
に
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し
て
ま
で
国
家
の
た
め
に
軍
需
生
産
に
協
力
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
の
政
府
当
局
の
発
言
に
注
目
し
て
い
た
。
実
際
に
、
政

党
内
閣
に
よ
っ
て
準
備
組
織
は
廃
止
さ
れ
、
一
九
二
五
年
ま
で
準
備
が
凍
結
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
﹁
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
﹂
と
評
し
、
軍

部
の
影
響
力
の
衰
退
を
驚
き
を
も
っ
て
観
察
し
た
。

　

第
二
に
、
資
源
局
設
置
に
よ
っ
て
産
業
動
員
準
備
が
再
開
し
た
こ
と
を
う
け
、
対
日
情
報
収
集
が
本
格
化
し
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

資
源
局
が
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｉ
Ｄ
に
酷
似
し
て
い
る
と
駐
日
武
官
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
版
Ｃ
Ｉ
Ｄ
な
る
名
称
は
、
混
乱
を

避
け
る
た
め
使
用
を
控
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
酷
似
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
陸
軍
省
作
戦
情
報
部
で
も
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た

資
源
局
は
政
府
と
軍
部
の
対
立
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
軍
と
産
業
の
連
携
を
深
め
る
存
在
と
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年

の
総
動
員
演
習
は
、
諸
外
国
に
対
し
て
秘
密
扱
い
さ
れ
た
が
、
懸
命
な
情
報
収
集
が
な
さ
れ
、
産
業
動
員
へ
む
け
た
軍
産
協
力
の
﹁
大
き
な

一
歩
﹂
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。

　

第
三
に
、
満
洲
事
変
後
は
、
潜
在
敵
国
と
し
て
ど
の
程
度
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
脅
威
に
な
る
の
か
と
い
う
観
点
も
加
わ
り
、
日
本
の
産
業

動
員
は
注
目
さ
れ
続
け
た
。
軍
と
産
業
間
の
連
携
は
そ
の
後
も
演
習
を
通
じ
て
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
陸
軍
が
民
間
工
場
へ

の
教
育
注
文
（
と
り
わ
け
中
小
企
業
へ
）
に
力
を
入
れ
、
軍
需
品
購
入
予
算
の
半
分
近
く
を
当
て
て
い
る
こ
と
を
受
け
、﹁
産
業
動
員
が
よ

く
研
究
さ
れ
て
い
る
﹂
と
評
し
た
。
だ
が
、
世
界
に
比
し
て
産
業
動
員
準
備
の
ス
ピ
ー
ド
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
や
、
原
料
を
輸
出
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
産
業
構
造
な
ど
の
弱
点
も
同
時
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
陸
海
軍
に
よ
る
大
規
模
な
戦
争
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
駐
日
武
官
は
指

摘
し
た
。
も
っ
と
も
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
三
五
年
に
は
過
去
数
年
に
わ
た
る
日
本
の
驚
く
べ
き
産
業
化
の
発
展
を
受
け
、
潜
在
能

力
は
侮
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
他
方
で
、
原
料
の
備
蓄
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
日
本
が
戦
争
を

企
ん
で
い
る
と
み
な
す
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
一
九
三
六
年
に
入
る
と
二
・
二
六
事
件
以
降
の
政
府
に
よ
る
産
業
統
制
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
戦
時
で
な
い
に
も
か
か
わ
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ら
ず
産
業
動
員
計
画
を
実
施
に
移
し
て
い
る
国
と
し
て
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ソ
連
な
ど
と
一
括
り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と

も
、
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
も
日
本
が
戦
争
を
企
図
し
て
い
る
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
日
中
戦

争
が
本
格
化
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
原
料
備
蓄
は
日
中
戦
争
の
た
め
で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
判
断
を
修
正
す
る
に
至
っ
た
。

　

第
五
に
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
の
産
業
動
員
準
備
は
、
決
し
て
日
本
だ
け
に
固
有
の
動
き
と
し
て
で
は
な
く
、
世
界
的
潮
流
と
し
て
理
解

さ
れ
、
世
界
各
国
の
産
業
動
員
準
備
の
一
環
と
し
て
調
査
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
そ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ

が
ナ
チ
ス
体
制
以
前
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
か
ら
産
業
動
員
準
備
を
始
め
て
お
り
、
資
源
が
潤
沢
な
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
す
ら
産
業
動

員
の
組
織
づ
く
り
や
計
画
立
案
が
進
展
し
て
お
り
、
実
業
家
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
準
備
状
況
の
中
で

は
、
日
本
の
動
向
は
目
立
つ
ほ
ど
の
も
の
で
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
議
会
の
掣
肘
を
受
け
、﹁
深
刻
な
ほ
ど
﹂
産
業
動
員
準
備

が
立
ち
遅
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
当
局
に
お
い
て
す
ら
産
業
動
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
が
甘
い
こ
と
を
憂
慮
し

た
一
部
の
軍
人
ら
が
、
政
府
に
注
意
を
喚
起
し
準
備
を
急
が
せ
る
た
め
の
情
報
分
析
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が

自
国
の
産
業
動
員
準
備
に
本
腰
を
入
れ
る
に
は
、
ま
だ
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
1
）　

拙
稿
﹁
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
の
総
力
戦
論
︱
一
九
一
八
～
一
九
三
八
︱
﹂（﹃
同
志
社
法
学
﹄
第
六
三
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
七
月
）。

（
2
）　

例
え
ば
、
陸
軍
省
﹃
欧
米
列
強
の
国
家
総
動
員
﹄（
陸
軍
省
、
一
九
二
七
年
）、
資
源
局
﹃
仏
国
国
家
総
動
員
法
案
（
一
九
三
五
年
）﹄（
資
源
局
、
一
九
三
七
年
）、
企
画
院
﹃
世

界
大
戦
に
於
け
る
英
国
国
家
総
動
員
事
例
﹄（
企
画
院
、
出
版
年
不
明
［
一
九
三
七
年
か
］）
な
ど
。

（
3
）　

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
﹃
総
力
戦
﹄
は
当
時”Totalitarian W

ar”

﹁
全
体
主
義
の
戦
争
﹂
と
訳
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
さ
れ
て
い
た
。

（
4
）　T

N
A

, W
O106/5479, M

ilitary A
ttaché, Tokyo （hereafter M

A
T

） letter N
o.W

.O
.37, Jul.2.1918, 1A

.

（
5
）　Ibid, C

om
m

ercial A
ttaché, Tokyo, letter N

o.208, Jul.31.1918, 3A
.

（
6
）　Ibid, M

A
T, R

eport N
o.X

V
I, ‘Investigation of W

ar Supplies’, F
eb.24.1920, 5A

.

（
7
）　Ibid, M

A
T

 to D
irector of M

ilitary O
perations and intelligence （hereafter D

M
O

&
I

）, M
em

o N
o.20, F

eb.25.1925, 8A
.
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